
 



 

  今回は、『薗部おかみさん』の野菜・糀・そば粉・漬
物・菓子等、『アン・ヴェルヴ 』さんの自家焙煎珈琲、
『パピィフルーツパーク 』さんの焼き芋、高浜まちづく
りネットワークさんのフリーマーケット等の販売協力を
していただきます。 

  高浜軽トラ市は、地域のつながりを深める場として、
笑顔と交流が生まれる市場にしていきたいと考えてい
ます。地域を盛り上げるために、私たちと一緒に参加
していただける農家さんを募集しています。 

 また、野菜以外でも小物や雑貨などの販売協力者も
募集しております。軽トラをお持ちでない方でもOKで
す。お問い合わせ先 ０９０－９８７１－８５７１ （河島）
までご連絡ください。 

  明治・大正・昭和・平成と、代々大切に受け

継がれてきたひな人形が、旧丹後街道沿いの

商店や一般家庭の玄関先・縁側に飾られ、町

なかが華やかな雰囲気に包まれます。 

  期間中はスタンプラリーを実施。また、3月

1日（日）には、お雛さんの姿で練り歩く、ひな

行列や箱庭市も行われにぎわいを見せます。

ぜひ春の訪れを感じにお出かけください。  

 今回ご紹介するのは、高浜町の古い絵ハガキです。妙見山（砕導
山城跡）の上から眺めた町の風景には、現在の高浜とは異なる、の
どかで静かな時代の姿が写し出されています。遠くまで広がる田園
風景の中に、駅や学校の建物が見え、当時の暮らしの中心がそこに
あったことがうかがえます。 

 絵ハガキに写る駅は、人や物が行き交う町の玄関口として、多く
の人々の生活を支えてきました。また、学校は地域の子どもたちが
集い、学び、遊ぶ場所であり、町の未来を育む大切な存在でした。
周囲には住宅や商業施設はほとんど見られず、現在では役場や病
院、住宅地、店舗などが立ち並ぶ場所も、当時は一面の田んぼで
あったことに驚かされます。 

 住宅は旧街道沿いの海に近い地域に集中しており、この一帯が当
時の町のにぎわいの中心であったことが想像されます。自然ととも
に暮らす人々の営みが、穏やかな町の風景を形づくっていたので
しょう。 

 この古い絵ハガキは、高浜町が歩んできた時の流れと、先人たち
の暮らしの積み重ねを静かに語りかけてくれます。町は発展し、姿
は大きく変わりましたが、ここで生き、支え合ってきた人々の思い
は、今の高浜へと確かにつながっています。 

 現在、高浜公民館で、高浜町の古い絵ハガキや写真をスライドで上映しています。懐かしい風景に目を向け
ながら、改めて地域の歴史と魅力を感じていただければ幸いです。また、公民館で上映してもいい、高浜町の
古い絵ハガキや行事や風景写真などをお持ちの方がいらっしゃれば、お声をかけてください。 


